
（伊良湖港から出航したフェリーのデッキにて）

か
け
が
え
の
な
い
も
の

鳥
羽
伊
良
湖
航
路

― 

そ
の
存
続
に
向
け
て 

―

▲鈴木田原市長（左）へ署名簿を手渡す総代会役
員。（左２人目から）渡会会長・村瀬副会長・山
本副会長　…５月 26日水

市
民
の
思
い
を

航
路
存
続
の
力
に

広
報
た
は
ら
５
月
１
日
号
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
新
聞
報
道
な
ど
で
既
報
の
と

お
り
、
３
月
24
日
（
水
）、
伊
良
湖
と
三
重
県

鳥
羽
市
を
結
ぶ
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
に
お
い
て

伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
を
運
航
す
る
民
間
事
業
者

が
、
経
営
不
振
の
た
め
今
年
９
月
末
を
も
っ

て
事
業
か
ら
撤
退
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

同
航
路
は
、
国
道
42
号
の
海
上
区
間
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
観
光
や
水
産
物
輸
送
、
地
域
間
交
流
、
災
害
時
の

代
替
輸
送
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
重
要
航
路
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で

は
、
東
三
河
地
域
・
伊
勢
志
摩
地
域
・
愛
知
県
・
三
重
県
と
連
携
し
、

航
路
存
続
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

検
討
・
活
動
組
織

●
田
原
市
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
対
策
会
議（
市
内
関
係
者
：
３
／
24
水
発
足
）

●
東
三
河
地
域
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
存
続
対
策
協
議
会
（
東
三
河
８
市
町

村
の
首
長
、
議
長
、
観
光
・
商
工
関
係
者
：
４
／
８
木
発
足
）

●
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
対
策
協
議
会
（
中
部
運
輸
局
・
中
部
地
方
整
備
局
・

愛
知
県
・
三
重
県
・
田
原
市
・
鳥
羽
市
関
係
者
：
４
／
28
水
発
足
）

　

今
後
も
引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
、
航
路
存
続
へ
の

課
題
や
条
件
の
整
理
、
支
援
策
の
検
討
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
国

や
フ
ェ
リ
ー
関
連
会
社
へ
の
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、
経
過
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

）

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
１
６

　

フ
ェ
リ
ー
鳥
羽
伊
良
湖
航
路
の
存
続
を
願

う
署
名
活
動
が
、
校
区
や
自
治
会
、
観
光
・

商
工
団
体
、各
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

市
内
外
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
約

14
万
３
千
人
分
の
署
名
が
市
に
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
署
名
簿
は
、「
市
民
の

思
い
」「
地
域
の
力
」
と
し
て
、
国
お
よ
び

県
へ
の
要
望
活
動
に
活
用
い
た
し
ま
す
。

❖
主
な
署
名
団
体
と
署
名
数
﹇
６
月
22
日
現
在
﹈

田
原
市
総
代
会　

３
万
４
５
７
９
人

愛
知
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合

　

３
万
５
９
２
０
人

商
工
会
関
連
（
東
三
河
地
域
）　

４
万
３
０
７
７
人

田
原
臨
海
企
業
懇
話
会　

４
９
３
６
人

田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

２
１
３
８
人

市
役
所
関
連
（
東
三
河
地
域
）　

４
５
９
２
人

そ
の
他
団
体　

１
万
８
１
４
５
人
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